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。人ビ負ぶの各

[春日山原始林へいらっしゃ～い]

林 令子

子どもの頃は、日が暮れるまで奈良公園や若草山を

我が庭とばかりに駆け巡 り、自然にどつぶり浸かつた

野生児であつた。山には学生時代から登り始め

鈍行の夜汽車で煙にむせ、煤にまみれながらも信州の

山に足繁く通つた。この頃は自然を意識し体感する事

もなく速く山頂に立つことが課題であつた。

一時期は日本山岳会に所属し「何時かはエベレスト、

マッターホルン、キリマンジャロの山頂に立つぞ !」

との想いを抱いていた。だが現実は厳しく、就職、結

婚、子育てと続きほとばしる山への想いを胸

に押し込める日々が続く。ようやく子育ても一段落し

子ども達に「自己チューおかん」と非難されなが

らも又山に登り始めた。しかしこの頃からは高山の厳

しい冬に耐え、我々の目を楽しませてくれる花々が真に愛しくなり、カメラに収めると共

に、せめて名前でも覚えてやらねばと植物図鑑を持ち歩くようになつた。そして仕事や人

間関係に悩み、疲れ、ズタズタの心と体の或る日、ふらりと「春日山原始林」に足を踏み

入れた。途端に不思議と心と体が軽くなり、安らぎを感じさせてくれた。又、自分の悩み

など何とちつぽけな事よとも、、、、、ヽヽ

「ここが私の山だ !」 ここから私の春日山詣でが始まつた。その後の私は、憑き物が落ち

たように高山に登りたいとは思わなくなつた。春はフジ、ヤマザクラ、ギンリョウソウt

クリンソクが咲き、夏は下界より気温は10度程低く、快い涼風が吹き渡り、秋には見事

な紅葉のオンパレード、本々のそよぎやせせらぎの響き、小鳥のさえずりが,いと体に浸み

入る静寂で荘厳な山だ。又、樹木 150種、草本598種、野鳥50種と自然が豊かな山
でもある。

みなさん、春 日山原始林へいらつしや～い

一度と言わず季節を変えて三度、三度と。

私は何時でも春日山で待つています。“やまんば"の如くt、、、



『 新春講演会』

奈良公園の植生 ～遷移と鹿害の視点から～

1日 時

2参加者

1月 20日 (日 ) 天候・ 曇 りから小雨

豊島・古川・ 大石・ 小嶺 e小田・ 守日・岩田・ 吉村・ 横井・ 甲斐野

田中・ 福谷・ 小森・ 篠原・川岸・堀川・三木・ 林・ り:I井 (19名 )

恒例の新春講演会は、元天理高校教論 森本 範正 氏を迎え、春日原始林の山麓周辺

をフィールドとして、野外レクチャーを `通 し,で行いました。

この日、低気圧の通過で天気は下り坂、午後
`ま

雨から雪との予報でしたが、降雨率

20%→ 50%を信じて、予定通りの実施となりました。

不安定な予報にも拘わらず、 19名 の方々が防寒装備を万全に集合。中央公会堂 浅

茅ヶ原を起点にスタート.前方に春日原始林 。若草山、右に詢蓋山、左に三笠山と違山

を一望する。今日のテーマは温曖帯では希少な照葉樹林「春日原始林」が守られるか ?

である。遷移 (陰樹林⇒裸地→草原→陽樹林→陰樹林)の正常な自然サイクルが乱れ、

帰化植物が勢力を強め、植生基盤を侵しつつあると言う。

帰化植物のナンキンハゼ (湯樹)、 神の本であるナギ (陰樹)に代表される侵食が進

んでいる。本来、偶木 (台風・ 寿命)に よって出来る空間 (ギャツプ)には陽樹 (カ ラ

スザンショウ・ ムクロジ・ ウリハダカエデ・ アカシデ等々)が入りこむが、殆ど鹿の食

書によって消滅し、後継樹が育たない。

森本先生の熱つぼく丁寧な語調の中に、解決策の無い現状の、怒りと諸観が読み取れ

る。神鹿の駆除は出来るのか。観光目当ての紅葉樹「ナンキンハゼ」の植林は是か非か。

自然林の保護は無策で良いのか。 100年後、春日の連山がナンキンハゼの紅業に染ま

る景観を、人々はどんな目で観るのだろうか。

今日のレクチャーを終えて突飛な話だが、鹿がテロリストに く誠に不謹慎だが)見え

てくる。陰樹と陽樹のせめぎ合いを、強者と弱者の戦いとするならば、世界経済に台頭

するBRICS(中 ・ 印・ プラジル)に翻弄される日本の姿がオーバーラップする。

世界遺産として誇示する古都 ,奈良。悠久の文化と共に、掛け替えのない大自然を後

世に残したいものである。自然に対する優しさを、人間社会のエゴイズム、人間の不遜

が忘れる様では、余りにも悲しい。

最後に、お世話願った三木 正明 氏。裏方に徹していただいた林 令子 さんに拍手
を送ります。ありがとう御座いました。

川井 記



び局や参畢回ジェタト 。し癬 つ卜 20年 冒厠

1月 10日 (本)決晴 参加者 18名 (内会員 17名 非会員 1名 )
新年初出は上々の天気。冒頭、川井会長より年賀の挨拶。「ならやま里山林整備事業の順調

な滑り出しを祝い、多くの可能性を秘めた素晴らしいフイール ドを得て、会員各位が健康で

心豊かに活動されることを希望するJと。   10時 活動開始。

E地区の里山の観察路  (1月 ～ 3月 )
ルートを設定の取つ掛かりとして、地形図を頼りに、消えた塁道跡をたどる。 標高差約
50m程度のなだらかに起伏するコナラ林は、里山観察と山遊びにはびつたり。山歩きのベ
テランたちが、踏査してコースのあらましを選定。次国以降の活動のなかで、枯・倒本や下

草類など観察路の整備計画を検討する。

田固跡地の笹薮の除伐  (1期)
塁山観察路と共に、冬季のメインテーマであるが、中々の難物。濃密に生えた矢竹類が、

刈払い機も撥ね返す手ごわさ。おまけに茂みの中は、家電製品、衣類、下着類など様々な放

棄ごみがどつさり。現代人の無責任な心の裏側が見えるようで浅ましくも情けない。とにか

く、この場所はならやま里山林の恥部とも謂うべき所、辛抱強く継統的に取組むつもり。

冬の菜園、果樹園作業

大根の収穫、立派なのもみすぼらしいのも皆で分けて持ち帰る。なんといっても無農薬

なのだから。おまけに味も中々との評判も。畑作業は、エンドウ棚の防寒わらの取り付け、

ホーレンソウの霜除け用のパオパオをべた張り、畝の寒曝しなど。

果樹園には、皆さん持参のイチジク、オニグルミの苗本やフジウツギを植付ける。樹木に

は、篤志家による名札掛けが始まる:この区画は2～ 3年もすれば野趣溢れた場所となるか
も知れない。 ちょっと重いダイコンと、快い疲れをみやげに3時解散、

1月 19日 (土) 快晴 参加者 29名 (内会員 19、 ビジター 2、 奈良コープ8)
活動を重ねるたびに仲間が増えてくるのが、心強い。今日もビジター 2人に加えて、なら
コープの菜の花プロジェクトの人達 8人、総勢 29名 となる。10時、賑やかに活動開始。

B地区の竹薮
昨年中の作業ですつきりした竹林に生れ変わつたが、隣接の雑本林に拡大した竹の除伐に

かかる。後 2～ 3回の活動日で完了の見込み。

日闘跡の笹薇

難物の笹薮の刈取りには6人が挑戦した。刈り手t運びだし手、放棄ごみ処理とタッグを
組んで動く。なかなかハードだが、お互い励ましあいながらのチームプレーに、次第にベ

ースが掴めてくる。一日の苦間の末、思いのほか捗った実績を仲間に誇示するメンバー達。

とにかくご苦労さん。イヤー よくヤッタ ! でも、エラカッタ !

里山観察路開拓

作業内容とスケジュールを設定するための詳細調査を継続.山中では、キンラン・ギンラ
ンの集落を見つけた、との報告もあり、今後もいろいろな発見が期待できそうだ。

今日もまた好天に恵まれた。温かい冬日和に感謝しつつ、 3時解散

( 古川祐司 記 )
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だつたとはその頃は知りませんでした。今もこの会社があるのか孫のいない私は知りませ

ん。 昔は「ヤマバ ト」と呼ばれ、冬里に降りてきていましたが、近年は通年見られ人を

恐れなくなりました。同じ仲間の「ドバ ト」は日本ではお堂でよく見るので 「お堂バ ト」。

糞害で文化財が傷むと云われて久しい鳥です。中近東にいたカフラバ トを飼いならし古く

から伝書鳩としました。ゆえに、野鳥の会では「野鳥」として認めて貰えませんでしたし、

形見の狭い身分でしたが、飼い鳥ではないからと最近はカウントされるようになりましたの

年迎遮、造化のひかり人もまた  ,興井 秀夫

「造化」とは自然・ 万物の意。人との共生を願う。

「人と自然の会」もこの精神性を大事にしたい。

★1/4水上池に『ケアシノスリ」が出ました。

今年は猛禽類の目撃情報が結構多いですから、採鳥会も楽しみです。(2/22)   (1｀ 日)

★(橿原)昨年末からちらほらと甘い香りとともに咲きはじめていたロウバイが満開です。なかなか葉が落ち

なくていつにな数Lら落葉するのかと思うてt雛したら花の満開に合わせる様にはらはらと散つていきました。

今は落ちた黄色い葉と満開の黄色い花贅 こだけ「春Jがきたようです。        (斎 藤)
★ 〈班鳩より〉今年はツグミ(最高60)が多いです。シメもよく見ます。1/18オカヨシガモ(10羽 )

1/25三室山t・Jレリピタキ(♀ )を見ました。2年ぶりです。

竜田川

"ッ
君 (カルガモとマガモの雑種 7才位・竜田川の主で動は自分の縄張りに入つてくるマガモを

威嚇し、つついて追い出してt球した。この冬は堤防や河原にしゃがんで車を食べてtて、一度も,ilの中に

入つていません。弱つて来たのかと心配してし球す。1羽でtヽることが多いですが、ガーちやんが側にいること

11/26法隆寺の南大門で季節はずれのヒナ?の声に

惹かれて梁を見上げると、粗末な巣材の端が見えま

した。傍には親と思しきキジバ トのペア. ご存知
と思いますが、ハ トの仲間は高カロリーなビジョン

ミルクと云われるものを子供に与えて年中繁殖出来

ます。 私の子育ての頃には『 ピジョン』と云う
哺乳瓶のメーカーがありました。ここから取つた社名

蠅

も何度か見たので安心しました。 (勝田)
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